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東部保育所の 元気な子供たちです。 

町
の
収
入
は
、
町
税
や
使
用
料
、
手
 

数
料
な
ど
町
が
自
ら
確
保
す
る
こ
と
が
 

で
き
る
自
主
財
源
と
地
方
交
付
税
や
国
 

・
県
の
支
出
金
、
地
方
伍
な
ど
ほ
か
の
 

財
源
に
頼
る
依
存
財
源
に
分
け
る
こ
と
 

か
で
き
ま
す
 沃
 ぺ
ー
ジ
収
入
グ
ラ
 こ
 。
 

平
成
 9
 年
度
は
、
自
主
財
源
が
四
三
・
 

一
パ
ー
セ
ン
ト
、
依
存
財
源
が
五
六
・
 

九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

：Ⅰ 

楠廿 ミミ " 
自主財源は 43.] パー 
セント。 地方債，繰 
入金とち前年度に 比 
べ大幅減。 

収
入
全
体
で
は
、
前
年
度
に
比
べ
約
 

一
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
大
幅
な
減
と
 

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
い
こ
い
 

の
里
の
建
設
が
完
了
し
た
た
め
で
す
。
 

こ
の
う
ち
、
町
税
は
、
町
民
税
の
特
別
 

減
税
制
度
の
廃
止
、
固
定
資
産
税
の
土
 

地
の
地
目
変
更
な
ど
に
よ
り
、
三
・
三
 

パ
ー
セ
ン
ト
増
の
二
十
三
億
六
千
九
百
 

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
 

交
付
税
は
、
前
年
度
の
収
入
夫
 紙
や
過
 

年
度
分
の
清
算
に
よ
る
増
額
な
ど
に
よ
 

 
 

億
 四
千
四
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

一
方
、
地
方
債
は
セ
三
・
一
パ
ー
セ
 

ン
ト
減
の
二
億
五
千
二
百
万
円
、
繰
入
 

金
は
九
セ
 
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
一
千
 

六
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
 

い
こ
い
の
里
の
建
設
完
了
に
よ
る
も
の
 

で
す
。
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て
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き
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す
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平
成
 
9
 年
度
の
町
の
一
般
会
計
本
予
算
 

ガ
 6
 月
 定
 例
 議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。
 

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
七
十
億
二
千
万
円
。
前
年
 

に
 比
べ
、
一
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
金
額
 

に
し
て
十
二
億
九
千
九
百
万
円
の
減
と
な
っ
て
 

い
 ま
す
。
 

印
 で
は
、
限
り
あ
る
財
源
を
効
率
的
に
配
分
し
な
 

が
 ら
、
福
祉
の
充
実
や
産
業
の
振
興
、
教
育
 

文
化
の
向
上
な
ど
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
施
策
を
実
 

施
す
る
た
め
の
予
算
を
編
成
。
「
や
っ
ぱ
り
、
 

こ
の
町
 
ガ
 好
き
。
」
と
言
え
る
 

｜
 。そ
ん
 
ね
 承
る
 
さ
と
っ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
（
今
年
度
 

は
 町
長
選
挙
の
た
め
、
例
年
 

3
 月
定
例
町
議
会
に
 

提
出
さ
れ
て
い
た
予
算
 

ガ
 暫
定
予
算
と
な
っ
て
 

い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
部
の
特
別
会
計
と
企
業
会
 

計
は
 
3
 月
定
例
議
会
で
決
定
し
て
い
ま
す
。
）
 

円
 や
っ
ぽ
り
 、
 こ
の
町
が
 好
き
。
 ヒ
 っ
て
 壬
 
一
口
え
る
 
｜
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特別会計   
れ首 企業会計 

 
 

町 には、 一般会計のほかに 特定の目的の 
ために設けられた 5 つの特別会計 と l つの 

公営企業会計があ ります。 これらの会計は、 
全町民を対象とした 一般会計 と 違い、 特定 
の収入を特定の 支出に充てるため、 会計ご 
とに独立採算を 基本としています。 

ⅧⅧ㎜ l@ Ⅷ℡Ⅲ l Ⅲ℡ⅧⅧⅧ㎜ lll@llllllllllllll@ ⅧⅧⅧ㎜ l 
国民健康保険は 、 皆さんが、 けがや病気 

などになった 時に、 安心して治療が 受けら 
れるように " お互いが助け 合う精神 " を基 

本にできた社会保障制度の 一つです。 
昨年度から医療費が 8 . 7 パーセントの 

伸びを示し、 医療理の上昇が 心配されます。 

国民健康保険特別会計 
mo 億 B,485 万円 

      
住民の皆さんの 老後における 健康の保持 
と医療の確保を 図るため、 病気の予防や 治 
療、 機能訓練などの 保険事業を総合的に 実 
施して、 保健の向上と 老人福祉の増進を 図 
ることを目的とした 事業特別会計です 0 

老人保健事業特別会計 
m7 億 ],489 万円     

吉木第二汚水幹線と 野間地区の 一 耶の整 
備と処理場の 汚泥処理施設および 水処理施 
設の増設を予定。 下水道普及率は 59 パーセ 

ント程度になる 予定。 

計
円
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農業集落排水世業に 新たに漁業集落排水 

事業を加えた 会計。 本年度は処理場施設の 
実施設計 と 幸野地区の管埋設工事を 行 う も 

のです。 

業 及 び 漁業集落排水事業特別会計 

Ⅰ 億 4,37B 万円 

対象地区の環境整備改善を 図るための下 
柴で、 惜愛者からの 回収金と公憤 費 Ⅲ還の 
ためのものです。 

住宅新築資金等貸付事業特別会計 

476 万円 

岡垣町は、 豊富な良質の 地下水の忠みを 
受けて、 水不足に よ る断水はあ りません。 
今年度も自慢の 清浄でおいしい 水を供給し 
続けます。 

水道事業会計 
4 億 5.4B1 万円 

        ",-" ムぬ ・   自犠車取沖 。 ・ 印 0 万円 い． 3%) ゴと ,   田中 ナ       ho07 テト @ (0 . 1 ワそ ) 
r 。 ド ト地 7% ' . 。 。 0 万円 の． z 拷 ) 
他方， l り れ税 5. 。 。 0 万円 の． 7%) 

7CM 億三 ， DOO 万円 
村方・ l 地方Ⅲ f"@j 児 z 。 " 万円 の．。 九 ) 

寄附合 5 月㎝万円                 

財産収入 4,500 万円 (0 ． 7%0) 

入寺 4 億 6,300 万円 (6.6%) 
分担全角 担全 8,900 万円 い 目拷 ) 
梓 入金 l ,600 万円 (0 よ拷 ) 
辞れ金 2 億 2,000 万円 (3. l 拷 ) 

  砧 収入 l 憶 3,800 万円 (2.0%) 
使用料手数料 l 億円い． 4%) 

  

  
その他 7 億 4,l00 万円い 0 ． 6%) 

総務 屈 
l2 億 5.700 万円 
                  ノ "" 

  
  

史林水産立夫   
(6.3 ワそ )   民生益 

l3 億 5,4n0 万円 
衛生 僻 l 庄           い 9.3%) 
5 億 7,600 万円   
公借弗   
7 冊 ，． 3 ㎝万円 土木片 ⅠⅠ   

  lD 憶 (15.l%) 5,gno 万円 
8 億 (l2.5%) 教育用 7,6 ㎝万円   
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へ
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さ
 

支
出
は
 
、
 使
わ
れ
る
お
金
の
目
的
に
 

よ
っ
て
総
務
穏
や
民
生
化
、
土
木
銃
な
 

ど
 十
四
項
目
（
 

款
 ）
に
分
け
ら
れ
て
い
 

ま
す
（
支
出
グ
ラ
 

こ
 。
平
成
 
9
 年
度
 

で
は
、
。
町
民
一
人
当
た
り
二
十
三
万
 

七
千
十
八
円
の
お
金
が
使
わ
れ
ま
す
。
 

今
年
度
の
支
出
の
う
ち
最
も
大
き
な
 

割
合
を
占
め
て
い
る
の
は
民
生
野
で
す
。
 

地
域
に
密
着
し
た
保
健
福
祉
の
拠
点
、
 

住
民
相
互
の
ふ
れ
あ
い
を
促
進
す
る
 

場
 

と
し
て
の
 
一
 
い
こ
い
の
 

里
 一
の
管
理
運
 

賞
辞
、
在
宅
の
高
齢
者
・
障
害
者
の
た
 

め
の
住
宅
改
造
助
成
事
業
、
障
害
者
計
 

）
 

画
の
策
定
事
業
な
ど
の
予
算
を
組
ん
で
 

い
ま
す
。
 

総
務
 既
 で
は
、
平
成
比
年
度
か
ら
Ⅱ
 

年
度
に
建
設
を
予
定
し
て
い
る
総
合
ふ
 

れ
あ
い
公
園
第
二
期
工
事
（
イ
ベ
ン
ト
 

ホ
ー
ル
 兼
 m
 体
育
額
の
設
計
を
平
成
 

9
 年
度
と
比
年
度
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
 

情
報
化
推
進
計
画
に
基
づ
く
新
規
 屯
算
 

シ
ス
テ
ム
の
開
発
や
、
国
際
交
流
、
住
 

居
 表
示
、
温
泉
探
査
な
ど
の
予
算
を
組
 

ん
で
い
ま
す
。
 

こ
の
ほ
か
土
木
 辞
 で
は
、
生
活
道
路
 

の
 改
良
・
舗
装
、
歩
道
設
置
、
都
市
交
 

通
 誘
導
案
内
板
の
設
置
や
絵
の
あ
る
 街
 

角
 づ
く
り
の
工
事
な
ど
。
ま
た
教
育
費
 

で
は
海
老
 津
 小
学
校
大
規
模
改
造
工
事
 

や
 各
学
校
に
設
置
ず
る
パ
ソ
コ
ン
の
 り
｜
 

ス
料
 、
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
る
 岡
垣
 

中
学
校
の
記
念
事
業
億
な
ど
の
予
算
を
 

組
ん
で
い
ま
ず
。
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を
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介
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す
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岡垣 サンリーアイの 第二期整備事業として 平成 10 年度 / フ、 

ら 11 年度に建設を 予定している 体育館の実施設計を 行いま 

す 。 平成 8 年度に策定した 第二期計画基本構想を 基に 、 平 

成 9 年度から 1(@ 年度にかけて、 約 10 か 月で実施設計を 行 い 
ます。 ( 総額 5,380 万円を、 9 年度と㏄年度に 分割計上 ) 

｜
 

レ
 囲
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
全
体
図
 

  

）
 ー 」 アプリ Ⅰ 

業
 
事
 
一
 
木
 
表
 
居
 
住
 

爾
 

(
 
Ⅰ - ア     

住宅が密集している 市街地において、 道路・河川・ 鉄 迫 

などで区切り、 街区 名 と住居番号に よ る表示に改めます。 

平成 9 年度は審議会の 設置と 10 年度に実施する 区域の事前 

調査を行います。 

実施予定総世帯数 8,800 世帯 
平成 10 年度予定 2,400 世帯 

一円 一円 ""  円 - 円葉円 " -  "  円 - 円 一 宮 -  円 " 円 

  二   
Ⅰ @ 一一一 @@"" 

地域に密着した 保健福祉活動を 推進ずるとともに、 

住民相互のふれあ い を促進するために 今年 6 月に開館 

した ひこ い の 里 Ⅱの管理運営を 社会福祉協議会に 委     
託します。 ま 

石ヱ -  っ *.- Ⅱ - た 、 そこ て の 
  

事業展開に要 

まぱ 主面 帝 
  下 " 一 。 Ⅰ ずる 功 します 経 辞を千両 0 

  
  

  

  

ク言 れ， " 。 、 ， "" 、 仁 ，   ， ・ ，科 
    

21 世紀の高度情報化社会へ 対応できる人材の 育成の 

ため、 各小学校でもパソコンを 利用した学習ができる 

ように小学校にパソコン 計 75 台を設置します。 

Ⅰ "" 
万円 ( 花火大会、 まつり囲垣、 花まつり ) ' Ⅱ 524 Ⅰ各イベント 補助金 

""""" @   一 """" 

    
つり 岡垣 に続き、 桜   

0 季節であ る春の イ，       
ベントとして 花まつ @ 会の り場 一 をま 開場 佐川 し ・ ま内 す浦 。 線 Ⅰ 沖は ,;.a" ， @@j,s" ， " ， 。 @-@ "  櫛 申 __ 
海蔵 寺 ィ寸近を中心と 
した一帯で、 ふれあ 
い 広場でイベントを 

催しまず。 

満開の桜並木 ( 湯川・内浦 線 ) 

( 仁舟 老人デイサービス 事業 
  
虚弱高齢者や 寝たきり高齢者に 対し、 通所により 

いて入浴、 その他 サ一   
ビスを委託事業によ 
， いこいの 里 @ にお『一一， - 一 @                     
9 行います。 田 

ゴ 

    -- " ㍉ i 
/ ト Ⅰ   虹     ， 蝿乎 

Ⅰ
・
 タ
，
ぬ
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"""-- 一 """ 

平成 7 年度に行ったおかがき 百科づくりの 中で、 公 

募により 岡垣 八景を制定しました " その間短八景など 

を絵画化して、 町内の主要な 箇所のよう壁に 転写展示 

し、 街角をおしやれに 演出します。 

よう壁を利用したミニギヤラリーは 、 多くの町民に 

親しまれ、 町のシンボルになることでしょう。 9 年度 

は 6 か 所を予定。 
r  " マ 「 -", 

田 ""   
Ⅰ 接ン宙 ⅡⅢⅢ 
ル， L 

万円 創立五十周年記俳事業   
"""-----@""" 

創立五十周年を 迎える 岡垣 中学校の記俳行事として 

実行委員会が 計画している 各事業にあ れせて、 ふれあ 
い 広場新設や記念誌の 作成助成などを 行います。 

    

日
｜
 
・
も
。
 ｜
 
Ⅰ
 ハ   ～子どもにや 乱 り 街づくり事業～       

 
 
毎
康
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が
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業
 

年
度
の
事
 

窟
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 800   
万円 温泉探査業務委託 

温泉の利用による 地域 

の 活性化を図るため、 温 

泉 探査を行います。 温泉 

が 出る可能性の 有無、 最 

も 可能性の大きい 所の把 
握など基礎的な 調査を行 

います。 

でるといいな、 温泉 

l3o 
  万円 広報保存用 CD 一 ROM 作成 ） 

広報おかがきの 発刊 500 号を記念し、 第 1 号から第 5nn 号 
までのすべてを CD 一 ROlNM 化します。 en 一 ROM は 、 

新しい 文再 管理の方法として 汗 目されており、 膨大な文書 
を一枚のディスクに 納めることができ、 パソコンにより 簡 
単に必要な情報が 検索できるうえ、 プリンタ一によって 打 

ち 出すこともできま 
す 。 広報のほか、 町 

の 名所案内などの 観 
党情報も収録し、 町 
内 各学校や岡 垣 サン 

リーアイ、 図書館に 
配付し、 資料としで 
の 利用のほか、 パソ 
コン学習の教材とし 

ても利用していく 予 
定 です。 



 
 

）
 

「住みやすさ」の 総合評価 

宗像市 岡垣町 

福 「 住全 な指経た セ %@ て す 
岡元 調 民国と押 済 。 と も る 調 

でにはを位と ロ の 今新 、 に 民 

    
し内     ク 

苛 苛は 垢 

査 
      

町 ）国造進⑤ 、 托区で を 
  

と民備地 施文 れたのすしやを 史は 文化 考えの皆 推進 整備 設い 化施 これ てい 評価 合計 さ総 い評 交通 イ て 手 遺産   
て 一ヰ 一 3 

  
  

わ 
住が 
み   

=¥s   

Ⅰ 

  
  
旦ン 
  ■ 
  

  

    
話 帳 により無作為抽出し 

た 6,489 人 ) 

: 0 調査方法 

電話による聞き 取り 
  

O 



「住みやすさ」「元気 度 」上位の市町村 ( 全県会 ) 

区
 活
動
（
同
 8
 位
Ⅰ
⑪
地
域
お
こ
し
本
当
に
岡
 垣
町
は
、
 -
 
住
み
や
す
い
」
 

イ
ベ
ン
ト
（
同
 
5
 位
Ⅰ
⑫
伝
統
行
事
二
元
気
の
あ
 る町
 」
と
実
感
さ
れ
て
い
 

・
祭
り
（
 同
 Ⅸ
 位
 ）
 、
 ⑬
女
性
の
活
動
る
の
か
。
 ム
フ
 
年
 3
 月
広
報
お
か
が
き
が
 

（
 
同
 H
 位
 ）
 、
 ⑪
高
齢
者
の
活
動
（
同
行
っ
た
ア
ン
 ケ
ー
ト
調
査
か
ら
自
由
 記
 
-
 

8
 位
）
 、
 ⑬
行
政
の
熱
心
皮
（
同
 2
 位
）
述
部
分
の
主
 な
 意
見
を
紹
介
し
ま
す
。
 

（
同
 

㎎
佑
 

位
 ）
 、
 

ス
ポ
 

⑨
 ポ
 4

 位
Ⅰ
⑤
交
通
網
の
発
達
（
 同
 

Ⅰ
⑥
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
（
同
 8
 

⑦
若
者
の
多
さ
（
 同
巧
位
 ）
 、
 ⑧
 

｜
ッ
 
・
健
康
施
設
（
 同
 1
 位
 ）
 、
 

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
同
 9
 位
）
 、
 ⑩
 校
 

で
は
、
 
町
の
入
 
た
 

実
感
と
し
て
、
 

ど
う
な
の
 
?
 
ち
の
 

雇
用
増
（
同
 5
 位
）
 、
 ①
農
林
水
産
業
な
り
ま
し
た
 

っ
て
い
ま
す
が
、
他
の
項
 

 
 

目
は
高
い
評
 

元
気
 度
 
に
関
す
る
調
査
は
 、
 ①
 
価
 と
な
っ
て
い
ま
 す
 。
他
市
町
村
の
人
 

商
業
活
動
（
北
九
州
地
区
四
位
Ⅰ
②
か
ら
の
評
価
 
も
 加
わ
っ
て
福
岡
県
下
で
 

人
ロ
 増
 
（
同
 2
 位
Ⅰ
③
企
業
進
出
・
二
十
三
位
、
 
北
九
州
地
区
で
は
二
位
と
 

元
気
 度
は
、
 

十
五
項
目
で
調
査
 
の
 十
五
項
目
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
若
 

き
の
多
さ
（
 同
巧
位
 ）
や
伝
統
行
事
・
 

祭
り
（
 回
 り
 位
 ）
で
厳
し
い
評
価
と
な
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0
 鹿
児
島
本
線
が
走
り
、
福
岡
に
も
 小
 

倉
 に
も
程
々
に
近
く
便
利
。
海
や
山
が
 

 
 

者
が
多
く
子
供
が
少
な
く
子
供
が
遊
ぶ
 

と
こ
ろ
が
少
な
い
。
サ
ン
リ
ー
ア
イ
 や
 

公
民
館
な
 ビ
 で
も
子
供
連
れ
用
に
は
 考
 

え
ら
れ
て
い
な
い
（
ト
イ
レ
 な
ビ
 ㍉
 

一
 Ⅱ
 歳
 
・
女
性
・
海
老
漢
）
 

0
 海
 あ
り
 山
 あ
り
で
自
然
環
境
に
恵
ま
 

れ
て
い
る
。
 
岡
 恒
産
の
果
物
、
野
菜
、
 

お
 米
、
魚
が
す
ご
く
お
い
し
い
。
 

（
Ⅱ
 歳
 
・
女
性
・
 上
畑
 ）
 

0
 災
害
が
少
な
く
、
自
然
（
 海
 ・
 ロ
 
・
 

川
 ）
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
。
 岡
垣
 

町
の
 シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
公
害
の
な
い
 

自
然
を
長
く
保
っ
て
欲
し
い
。
海
の
埋
 

め
 立
て
や
山
を
崩
さ
な
い
で
。
 

一
弘
 歳
 
・
女
性
・
新
海
老
漢
）
 

①
ど
こ
に
出
掛
け
る
に
し
て
も
、
車
が
 

な
い
と
動
き
が
取
り
に
く
い
。
 

（
 辞
歳
 
・
女
性
・
野
間
）
 

①
豊
か
な
自
然
と
住
む
人
 タ
の
 温
か
さ
 

で
、
海
が
め
も
 か
ぇ
る
 町
、
 
"
 か
け
が
 

え
の
な
い
ふ
る
さ
と
 "
 で
あ
っ
て
欲
し
 

い
 と
思
い
ま
す
。
 

（
Ⅱ
 歳
 
・
女
性
・
海
老
漢
）
 

①
 町
 全
体
が
落
ち
つ
い
て
い
る
感
じ
が
 

す
る
。
反
面
、
バ
ス
の
通
る
回
数
や
快
 

速
が
停
ま
ら
な
い
な
ど
交
通
の
便
が
悪
 

い
 。
ま
た
店
が
も
っ
と
増
え
て
欲
し
い
。
 

（
Ⅱ
 歳
 
・
男
性
・
高
倉
）
 

0
 住
宅
ば
か
り
が
多
く
な
り
そ
れ
こ
そ
 

自
然
が
少
な
く
な
る
こ
と
が
心
配
。
 

（
Ⅱ
 歳
 
・
男
性
・
吉
木
）
 

0
 山
 あ
り
 海
 あ
り
 緑
 豊
か
な
田
圃
地
帯
、
 

そ
し
て
お
い
し
い
果
物
が
生
産
さ
れ
て
 

以
上
、
主
な
意
見
を
紹
介
し
ま
し
た
 

が
 、
大
半
の
人
が
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
 

ね
 、
住
む
の
に
は
よ
い
町
と
の
印
象
を
 

も
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
反
面
、
交
通
 

機
関
、
商
業
施
設
、
少
子
化
・
高
齢
化
 

な
ど
不
満
な
点
と
し
て
い
る
意
見
が
多
 

い
よ
う
で
す
。
 

 
 

い
 る
が
、
最
近
三
里
松
・
原
が
荒
れ
、
 
海
 

岸
 線
が
荒
れ
て
い
る
の
が
さ
み
し
い
。
 

 
 

①
道
路
が
整
備
さ
れ
大
変
便
利
に
な
り
 

な
ど
も
で
き
て
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
 

そ
の
分
自
然
が
失
わ
れ
長
年
住
ん
で
 
ぃ
 

る
 私
た
ち
は
便
利
に
な
っ
た
生
活
が
で
 

き
る
反
面
、
さ
み
し
い
気
も
し
ま
す
。
 

環
境
破
壊
に
な
ら
な
い
よ
う
計
画
し
て
 

く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
少
し
 
り
 

配
 で
す
。
 

（
㏄
 
歳
 ・
女
性
・
吉
木
）
 

0
 幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
い
ろ
 

い
ろ
な
催
し
物
を
用
意
し
て
く
れ
て
お
 

り
、
 私
た
ち
住
民
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
 

充
実
し
た
毎
日
が
送
れ
ま
す
。
今
後
も
 

住
民
不
在
の
行
政
に
な
ら
な
い
よ
う
 
住
 

む
人
た
ら
の
立
場
に
立
っ
て
、
行
政
を
 

進
め
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
 

一
帖
 
歳
 ・
女
性
・
高
倉
）
 

0
 海
 と
山
に
恵
ま
れ
て
穏
や
か
な
、
 ど
 

こ
か
神
韻
め
く
 町
 。
楽
し
い
こ
と
に
 出
 

会
え
そ
う
な
サ
ン
リ
ー
ア
 イ
 な
ど
、
 探
 

せ
ば
新
し
い
発
見
が
あ
り
発
展
す
る
 町
 。
 

一
人
暮
ら
し
で
も
さ
み
し
く
な
い
町
だ
 

と
 思
い
ま
す
。
 （
Ⅱ
 
歳
 ・
女
性
・
野
間
）
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          一 ノー                 
，酔 Ⅰ   

        ト * メ   

一両 垣 八景の壁画を 設置一 
      

. R 海老津駅双広場西側壁面とサンリーア イ 

  
周辺のよう壁に こ の 程 ちょっとかわった 風景画を 

  飾りました。 これは個性あ る地域づくり 推進事業 
  における，絵のあ る街角づくり・」のシンボルとして、 

  昨年オープンした 駅双ぎゃらり 一に続き、 町内の 

  主なよ う 壁に岡垣の八景を 描いたものです。 
岡垣 八景は、 町民がふるさとを 感じ、 町外に 誇 
れる景色として、 一昨年公募じたもので、 三里松 
原、 局 倉 神社、 波津、 岡 垣 ザンリーアイ、 金比羅 
出 、 成田山不動 寺 、 吉木、 そして ソ あ なたの心の 

中の風 :r 」の八つ。 そのうち平成 8 年度工事とし 
て 、 円墳中学校と 岡 坦夷中学校の 生徒に原画を 

描いてもらい、 駅双には，成田山不動 寺 」と「高倉 

      神社 ; の 2 枚 (1 枚の大きさ 2.lXl.2 ㍍ ) 、 サンリー 
  アイ 0) 周辺 @ こ @. か 三里松原 " 渡津Ⅰ吉木，高倉 

写真上海老津駅双 写真下 神社、 囲 垣サンリーアイ 成田山不動 ( 右から高倉 寺 周辺まじた。 @  神社‥の 4 枚 (1 枚の大きさ 1                                     
( 右から吉木、 高倉神社   今後も平成 ¥2 年度までかけて、 町内の主なよう 
渡津、 三里松原 ) 

） 

        古 77 『 一 ヤングライフいきいきセミナ 一一 

6 月 21 日から 22 日まで、 いこいの 型と糠塚 公民館で 
福岡県教育委員会・ 県立英彦山青年の 家と岡垣町教 

'". Ⅰ トヰマ " @@ こ コヰ・                                                                                                         育 委員会三性 の " ヤングライフいきいきセミナー " が 開 
  

Ⅰ 佳 されました。 
町内を中心に 20 歳代 0) 青年 40 人が参加。 初日は 、 い 
こいの里で 遠賀 中間地区に少年の 船ょ事業ボランティア 
スタッフの 武 谷 勝さん、 海がめ観察 隊 の 広渡 誠一さん 

  の活動発表から 始まり、 そして、 軽 スポーツ交流としてバ 
） ラウンドゴルフを 行いました。 その後、 会場を糠 塚 公民館 

に 移して皆で調理した 焼肉や焼きそばを 食べながら、 情 
報 交換と親睦が 夜遅くまで続き 大変盛り上がりました。 

糠塚 公民館に一泊した 翌日は、 W 内探訪で、 吉木 浜 
海岸の海がめ 産卵地や成田山などを 見学、 2 日間の日 
・程を終了しました。 
参加した田代美紀さん ( 西 高場 m@   ょぽ声をかけていた 

  だき参加しました。 英彦山青年の 家や町外の皆さんと 話 
す 機会ができて 大変よかった。 これから海がめ 観察 隊 @ こ 

Ⅰ入って活動したい。 ・と語っていました。 
2 日間のセミナ 一で得た人脈と 活力を、 今後の活動 

に 役立てて欲しいものです。 
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ば             田 ""@-"  @ 

一 P フり 4JV 乎 ㍉ 父臼 ・ノール イ 

本格的な夏を 前に、 町内の小中 
る中、 戸 切 小学校ては 6 月 16 日、 @ 
きが行われました。 
この日の気温 22 度。 ちよっと肌寒 
気いっぱい、 今年の初 ] 泳 きを楽しん 
児童たちは、 ひと泳ぎしたあ と、 朋 
た 。 これは月例小学校で 数年前か 

から自分自身の 身を守るため、 急ズ 
るものです。 児童たちは服をつけ ナ 、 

あ と、 身体にまとわりつく 着衣に悪 雙 
服を脱ぐごとに 挑戦していました。 
宮尾敏彦月例小学校長は、 ' プ一 

    
か、     朗 ・ ，，ぬ 

    
一 一 -.   一   一 -. 

  

ム 水の中では服を 脱ぐのも大変です 

  

  

１ l 

  

） 

""@ イ 

=" Ⅰ " '" """" 士 "4" ブ " " 開き 一 

l 学校で次々とプール 開きが行われ 
呆 識者の授業参観のもと、 プール 開 

く 感じるようでしたが、 児童たちは 元 
， でいました。 

; を着たままの 着衣水泳に挑戦しまし 
  ら 取り入れているもので、 水難事故 

土持でも対処できるようにと 千手って い 
; ままでの水の 中の感覚を体験した 
も 苦闘しながら、 水の中に浮いたまま 

  ル 開きの日に着衣水泳を 行うのは、 

プールの水が 汚れる可能性があ 
る (D で、 県下では大変めずらしい 

ことです。 でも子供たちの 命を守る 
ために、 片町 小 では取り入れまし 
た 。 今年は水の中でいかに 上手に 

服を脱ぐか 、 を 学んでもらいました。     

と 話してく オ しました。 

一 三里松原 松 くい曳航空防除 一 

松 くい虫の被害が 広がる三里松原を 守ろうと、 6 月 17 日、 今 
年 2 回目の松くい 出 航空防除が行われました。 航空防除は 、       

和 48 年から毎年 5 月から 6 月にかけて計 2 回行われるものです。 
この日は、 小型ヘリコプター 2 機により、 三里松原内の 約 300 
ヘクタールを 朝 5 時から約 3 時間かけで薬剤散布を 行いました。 ヘリポートとなった 汝人 川 堤防では、 早朝から関係者が 集ま @   一 ， 子   
薬剤の横 み 込みや燃料補給などへリコプターが 戻るたびに行っ   ていました。   
川原徒刑役場農林水産課長は 、 - 三里松原の防除必要面積は 

  
  

300 ヘクタールあ りまず。 平成 5 年度までは国の 予算の関係で r@ ， @@_J< ・ 、 iw@f ，， _ ・ 、 ， *,-@ ， - ・ ，， _@ ・                                       
完全実施できて い ませんでしたが、 その後関係者の 努力のおか 

げで平成 6 年度以降は毎年 300 ヘクタールの 完全実施を行って 
います。 防虫剤の空中散布だけでは 万全ではあ りませんが、 こ 
の美しい三里松原を 守るために今後も 努力して い きた い 。 Ⅰと 

語っていました "     

一 海老津駅 t@ まつり 一 

7 月 7 日の セタ にちなみ、 J R 海老津駅全体を セタ 一色 @ こしたイベント " 海老 
津駅 セダ まつり " が行われました。 

海老津駅では 毎年、 町内の 3 つの私立幼稚園と 2 つの町立保育所ヰこより、 駅舎 
軒 " 「に セタ 飾りを取り付けていましたが、 それをさらに 拡大。 今年から海老津駅舎 
内とホーム階段双の 地下通路 2 か 所にも設置したものです。 短冊は 6 月 20 日から 
募集し、 海老津駅を利用客に 願いごとなどを 自由に書いてもられ 約 300 枚が集まりま 

した。 29 日にその中で 特に綾香な作品を 

    
    
  

 
 

 
  

 

 
 

 
 

 
 

 
  
 

  
7 願いごとはな ～に 7 園児たちによる 飾り付け 

表彰したうえ、 駅員らにより 飾り付けられし 
た。 駅舎待合室の 吹き抜けには、 天の川 
を模して電球が 取り付けられ、 通勤・通学 
者も思わず、 足を止め見上げていました。 
また、 その前の 6 月 25 日には、 恒例の 
町内の幼稚園、 保育所の園児たちによる 
駅 軒下の七夕の 飾り付けも ィ 〒われており、 
7 月 9 日までの期間中、 海老津駅は セ 
タ 気分一色となりました。 



「 

） 

笑 いと 歓声 ! ぬれあ い の運動会 
一 障害者授産施設『希望 舎 』運動会一 

 
 

 
 

l
 

梅雨の晴れ間の 6 月 7 日、 海老 澤 にあ る障害者 ト ました。 じ 希望 舎 Ⅱは、 障害者が入所しなが ら 
製品の箱 詰めなど各人にあ った作業をしている 陣   

Ⅰ・ P. . ヤ 大運動会のこの 日、 強い日差しもなんのその、 

割りなど楽しい 競技種目を笑いと 歓声に包まれな   がら、 - 生懸命行っていました。 競技は紅白対抗 
とあ って、 応援合戦にも 執が入り、 大変な盛り - ピ 

がりでした。 
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参加する人も 読む人もあ んな友だち。 
このコーナ一でひと フ になろで楽しもう。 
「 ど くしやの私書箱 」 ほ、 そわれ願いを 
込めた読者のぺ ー ジです。 

楽しガっ たこと、 悲し ガっ たこと ガら   

地区の活動まで、 また、 イラスト・ 4   コ 
マ きんガ ・俳句・川柳などの 作品もお待 

ちしています。 下寡瑳ア 岡垣町大字野間 697- 「岡垣町役 
場地域 振 賦課・広報「 ど くしやの私書箱 」 

係 ，Ⅹ応募は ガ きには「・「住所，氏名 ( 紙上 
匿名も可 ) . 年齢・電話番号」をあ 忘れ 

なく。 

～ 0  ～ 0  ～ 0  ～ 0  ～ 0  ～ 0 
でう ら物かがき もい大三連 か匹 てか そ 八ん 匹 しし車 でち ブしェり達な   
ブを 命にたてれ く うチん 
チ 落を連 ず い   、 でをは 
はと 取甘 Ⅰら ま 薄胸 すき   
おす り て でしい部 。 れ 次 
そ と 留 いした膜が ブ い々 
ち こ め き た 。 に 二チは と 
く る ま 手 。 ま 乞士の 洗連 
宛 だし 術次 さ ま セ怪つ れ 
期 ったをのしれ ン裁 てて 
がたがし 日 く た チ はあ く 
近そ " て " 何円 程 とげる 
いう危も動者 蔵 引 てて 子 

中 （ 1 連子規 ま 毛子 う 

） 原 1 緒太探すで 犬   でし 浦和田聡 万 、れて さん 受け し つ 、 t ま、 
子 代ごいは回しまた 
さ さ一ま 九復 ょ だ 。 
ル ん 報す 匹にに 目 
（ 古く 。 の 向 、 の 

公 2 だど子 か三間 

通 2 いたの て さ な 
0  l 。 か里 いん ぃ 

園 8 さな 太 っ 浦か       
一
 ・
青
葉
短
歌
会
 

い
 つ
知
ら
ず
 席
 定
ま
り
ぬ
 土
 班
目
 の
 

短
歌
の
時
間
の
集
い
た
の
し
 さ
 

原
口
一
枝
 

亡
さ
母
の
植
え
し
 山
 荻
生
さ
生
さ
と
 

今
年
も
繁
り
て
実
を
つ
け
て
お
り
 

Ⅲ
 内
 
春
枝
 

故
郷
は
老
人
だ
け
に
て
休
耕
田
ふ
え
 

し
を
級
友
は
電
話
に
な
 げ
く
 

Y
 英
武
秀
 

袋
持
ら
か
け
め
ぐ
り
 い
 し
園
児
等
の
 

野
山
に
消
え
て
静
け
さ
も
 ビ
る
 

ゐ
相
文
子
 

簸
 ⑧
一
議
 鰻
 一
一
一
一
翻
 
-
 

岡
 恒
川
柳
 会
 

定
年
で
頭
痛
胃
痛
が
消
え
て
ゆ
く
 

高
浜
あ
さ
 ら
 

見
送
り
の
柏
手
が
温
 い
 ハ
ネ
ム
ー
ン
 

け
速
節
子
 

戦
中
派
の
耳
に
歪
 む
 パ
ン
プ
キ
ン
 

野
田
健
治
 

勝
っ
て
 注
 さ
負
け
て
な
お
泣
く
甲
子
園
 

 
 

覇
銭
鰹
 ・ 畿藪
 鱗
翼
・
 笘 

一
 
・
般
の
人
の
作
品
 

 
 

 
 

飛
魚
に
瑠
璃
の
甲
冑
・
剣
の
緒
 

永
野
和
子
 

木
 ・
 
綿
間
 俳
句
会
 

O
 



  

吉永 知代， ん (, 備 ・ 、 ")   
岡垣町商工会勤務 

今月のさわや か さんは、 出演を軸すかし がる 
ところを無理を 言ってお願いした 商工会で働く 

吉永さんです。 

Ⅰ仕事は ? 
  

商工会で働いていて 一番 思 、 うのは、 自分は職 
場 の 人 @ こすごく恵まれているなと 居 、 います。 そ 

れに、 応える よう に自分もまだまだ 努力しょう 

と思 、 いまず。 

Ⅰ休みの日 は ? 

映画を見に行ってポップコーンを 食べながら、 

拉いたり笑ったりしていたら、 あ っという間に 

時間が過ぎる、 そんなのが好きで す 

Ⅰ趣味は ? 

、 ちょっと前から エ アロビ と 華道を始めたんで。 
すが、 エアロビの方は、   息切れせずに 周りの 人 

ほ ついていけるようになればいいな 一と。 華道   '" 時り """'" 。 Ⅰ。 " ユ "" ' Ⅰ 円 """ '""" " " """" し目 "J" 。 。 。 "" " " """ 。 。 " しし ""  " "   
の方は 、 早く自分一人で 生けられるよ う に な       
たいと居、 っています。 

Ⅰき一番やってみたいことは 申 

  バハマ と ジヤマイカに 行ってイルカといっし 
よ に泳ぎたいです。 イルカって人と 話しができ 

るんですよ。 
¥u' 

Ⅰ岡垣町の印象は 甲 

旬の m 菜や果物がすぐに 食べられるのは、 岡 
垣 だからこそだと 思います。 子供が遊べる 施設 

  

が ちう ち ょ つとあ ればもっとか い かな。   
                ii（ a uc@-f・ 111 n〉c 51」ui・                                           

Ⅰ最後に自己 P 円を and@ the@ food@ is@ cooked@ for@ 4@ to@ 8@ hours   
ハン ギ は てオり何 伝統的な食べ 物の焼き古です ， 肉 や野菜を伺・んで、 

来られたら、 前の席の大きい 方が私です。 声を   
かけてください ネ 。   

あ 百 時 南 通 句 来 歴 更 沙 母 折 皮 ジ 入 
ぢ 畳 針 吹 学 作 案 古 草 騒 が 築 を @  母 

さ の 搭 く の り 酒 の に を り の 脱 パ 屋 

ゐ オズ に 大 自 の の 音 埋 は ヘ マ       ン の 

や 0  %  女已 単元 机 色 の も る チ ン 竹 の @ 
牛 絵 日 の 車   に ふ 夫 れ か       

と か 全 小 に・． 岡     古 神域ショ 、草 体の 

五 ン を 破 屋 
/ Ⅰ 

句 
H 召の要る る 芯 柏 木   予 椅子 代 ソ ロ 号 月 ぇ 予 予 予 碑 予 予 む 伐 子な予 

ハン ギ って何 ?) 
Oerek:@ Oh ， it ， s@ a@ traditional@ Maori@ food ， Meat@ and 

vegetab@   s@ are@ cooked@ Ⅰ   the@ ground@ for@ sever@@   hours   
It@ makes@ the@ food@ really@ tender   

( あ そうだ。 マオリ の伝統的な料理だよ。 数時間肉や野菜を 地面の 
中で焼きます。 これで食べ物はとても 柔らかくなるんだ J 
Lisa:@ Sounds@ delicious ． I ， d@ like@ to@ try@ it@ sometime   

( おいしそう 0 いつか食べてみたいね J 
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し
よ
う
と
い
う
役
場
職
員
を
中
心
と
 

る
有
志
に
よ
り
平
成
 7
 年
に
結
成
さ
 

ま
し
た
。
砂
丘
に
ト
ラ
ッ
ク
の
コ
ン
 

ナ
 を
置
き
、
そ
こ
を
拠
点
に
 6
 月
下
 

か
ら
 9
 月
上
旬
ま
で
連
日
交
代
で
深
 

ま
で
海
が
め
観
察
を
続
け
て
き
ま
し
Ⅰ
 

ふ
化
が
予
想
さ
れ
る
こ
ろ
に
な
る
 

地
元
の
子
供
や
大
人
た
ち
も
加
わ
り
 

ま
だ
か
、
ま
だ
か
と
深
夜
ま
で
見
守
 

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
子
が
め
が
 砂
 

ら
 這
い
だ
し
て
次
々
と
海
へ
旅
立
つ
 

景
を
感
動
の
中
、
観
察
す
る
こ
と
が
   l で 光 かっ 、 と 代役 旬デれ す 

掃 侠 客 さ 道をま とつ次で   
活設 はせで 軸し 、 岡 ぎの 今 

動活海 " 動がこ るきにたい ろ " 。 う申 垣まタ年 こし ン に 
自 のめ とボ災そ声 とた力な 

  
  

さあ 、 今夜も出動 ソ 

に
 生
き
る
）
の
略
称
で
す
。
現
在
会
員
 

そ
し
て
、
 

は
 職
員
を
中
心
に
約
五
十
人
。
い
ず
れ
 

海
が
め
観
察
 隊
は
、
 海
が
め
の
産
卵
 

生
ま
れ
変
わ
っ
た
 

は
 幅
広
く
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
く
 
予
 

・
ふ
化
を
観
察
し
、
豊
か
な
自
然
の
岡
 

定
 で
す
。
 

観
察
 隊
 

垣
町
の
 シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大
切
に
保
護
 

  

宿
 に
戻
っ
て
か
ら
話
し
合
い
、
宮
崎
 

へ
の
移
動
を
考
え
ま
し
た
が
、
天
候
を
 

問
い
合
わ
せ
る
と
暴
風
成
に
入
っ
て
お
 

り
危
険
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
そ
 

の
夜
は
吹
上
 浜
 で
観
理
す
る
こ
と
を
決
 

意
し
ま
し
た
。
 

午
前
 2
 時
に
宿
を
出
発
し
海
岸
線
を
 

南
 に
進
む
こ
と
 約
 %
 分
、
海
が
め
の
 観
 

察
 を
あ
き
ら
め
か
け
て
い
た
そ
の
時
 、
 

前
 万
を
歩
い
て
い
た
隊
員
の
合
図
が
目
 

に
と
ま
り
ま
し
た
。
「
い
た
ん
だ
 !
 」
 

つ
い
さ
つ
き
ま
で
重
か
っ
た
足
ど
り
が
 

嘘
の
よ
う
に
軽
く
な
り
走
っ
て
海
が
め
 

に
近
づ
き
ま
し
た
。
そ
の
海
が
め
は
、
 

ま
だ
産
卵
の
体
勢
で
な
か
っ
た
の
で
、
 

か
な
り
長
い
時
間
遠
巻
き
で
見
守
る
状
 

態
 が
続
き
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
海
が
め
 

6
 発
見
で
き
た
の
に
、
〒
こ
の
ま
ま
産
 

海
か
 め
観
察
 隊
ガ
 、
 

自
然
保
護
活
血
の
 

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
に
 

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
然
を
守
る
の
 

も
破
壊
す
る
の
も
人
問
だ
、
と
い
う
こ
 

と
を
つ
ぶ
さ
に
感
じ
た
の
で
し
た
。
 

ウ
イ
ズ
ネ
ィ
チ
ャ
ー
一
目
 然
 と
と
も
 

昨
年
、
三
ガ
所
で
の
産
卵
 ガ
 確
認
さ
れ
、
そ
の
 う
ち
二
ガ
所
で
 壺
 化
 が
観
 

察
 で
き
た
三
里
松
原
海
岸
へ
の
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
 の
 産
卵
。
 6
 月
打
日
ガ
 5
 合
 

年
 も
海
 ガ
め
 観
察
隊
の
活
動
 ガ
 始
ま
り
ま
し
た
 。
昨
年
の
感
動
を
再
び
と
、
 

意
気
込
む
隊
員
一
同
は
 、
 油
ガ
め
で
始
ま
り
 
海
 ガ
 め
で
終
わ
る
 夏
 と
な
る
こ
 

と
で
し
ょ
う
。
 

7
 月
上
旬
ま
で
の
海
 ガ
め
 情
報
と
あ
わ
せ
て
、
 
海
ガ
め
 観
察
隊
を
紹
介
を
 

し
ま
す
。
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
の
名
称
は
 、
 

L
.
T
.
N
 。
リ
ビ
ン
グ
ト
 ゥ
ゲ
ザ
｜
 

その名は 、 

．   ;@ivmg 
t Ⅰ     リビンバ   
  
  

                              ogeter『ith 
      トゥゲザ一 ウィズ 
    
  
    Ⅱ．・・ atU Ⅱ e 

ネ 、 イチヤ一 

台
風
の
接
近
に
よ
り
、
目
的
地
 

か
宮
崎
か
ら
鹿
児
島
へ
変
更
さ
れ
 

ま
し
た
。
海
が
め
の
産
卵
の
数
を
 

比
較
す
る
と
鹿
児
島
は
宮
崎
の
十
 

分
の
一
だ
と
聞
い
て
い
た
の
で
今
 

回
観
測
で
き
る
の
か
、
不
安
を
胸
 

に
出
発
し
ま
し
た
。
 

吹
上
演
に
着
い
た
の
が
午
後
 7
 

時
で
ち
ょ
う
ど
満
潮
だ
っ
た
の
で
、
 

現
地
確
認
の
た
め
、
海
岸
線
を
歩
 

い
て
み
ま
し
た
。
海
岸
は
貝
殻
 と
 

コ
 ミ
が
多
く
、
波
打
ち
際
か
ら
フ
 

ェ
ン
ス
ま
で
の
距
離
も
短
い
た
め
、
 

出
発
時
に
抱
い
た
不
安
は
増
大
す
 

る
ば
か
り
で
し
た
。
 

  

  

 
 
ね
 
て
 
来
 
も
 
へ
 
土
 
@
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Ⅰ
 一
 

岡
 

ん
、
 

さ
 
め
 

ぬ
 
海
が
 

  

海
が
め
産
卵
を
 観
察
し
て
 

援
 活
動
な
ど
幅
広
い
内
容
の
も
の
で
す
。
 

  
  

  
松
原
海
岸
 へ 
の 
 
 が
 め 

今
年
も
来
る
 か
な
 

  

ノ
 

 
 

O
 



 
 

 
 

岡垣町は、 昭和 6 「年に 律 核兵器廃絶平和の 町宣言」を行 
いました。 それ以来、 毎年平和事業を 続けています。 
今年は、 太平洋戦争をテーマとした 2 本の映画の上映を 
行います。 入場は無料です。 皆さんのご来場をお 待ちして 
います。 
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ド 

  

の
ア
学
 
2
 具
太
上
 

一
コ
 

ガ
 
ま
 
｜
 
の
 
る
 
た
 
ま
 
｜
 
 
 

墓
 
の
 
「
 
転
 2
 
刊
本
月
の
が
品
も
る
 

、
 
3
4
 兄
た
 
5
 く
 口
分
一
 

場
映
イ
 

月
光
の
夏
 

火
 0
 日
か
歳
 
妹
 伸
介
な
）
 
開
 上
 ア
 

 
 

光
の
夏
』
 

リ
沖
 

鯛
 
。
 

用
 
 
 

 
 

ア
 こ
か
敗
に
子
 

ぅ
 す
っ
と
 
と
 

●
月
の
間
 節
 ど
で
た
こ
と
 

●
 

）
 

岡
垣
 で
の
海
が
め
産
卵
。
そ
の
光
景
 

を
目
推
し
た
人
は
、
ま
だ
一
人
も
い
ま
 

ム
フ
仁
 

せ
ん
。
 

L
.
T
.
N
 

会
員
一
同
は
 、
岡
 

サ
五
 

垣
 で
の
産
卵
の
光
景
を
一
目
見
よ
う
と
 

今
年
の
夏
も
 
"
 
海
が
め
に
始
ま
り
海
が
 

産
卵
状
況
 は
、
 

6
 月
㌘
日
か
ら
 L
.
T
.
N
 の
活
動
 

を
 始
め
ま
し
た
。
毎
日
当
番
を
決
め
て
 

夕
方
か
ら
詰
所
に
集
ま
り
、
交
代
で
海
 

岸
 線
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
 

が
 、
 7
 月
凹
目
現
在
、
海
が
め
の
産
卵
 

は
 確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

ム
フ
 
後
も
観
測
を
続
け
て
い
き
ま
す
が
、
 

次
号
で
は
、
 
"
 
海
が
め
産
卵
 !
"
 と
い
 

う
 見
出
し
で
皆
さ
ん
に
報
告
で
き
る
こ
 

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
 

w
w
 

卵
 せ
ず
に
海
へ
帰
っ
た
り
し
な
い
で
し
海
が
め
は
 美
 し
く
安
全
な
砂
浜
で
子
が
 

と
 祈
る
ば
か
り
で
し
た
。
 

め
が
無
事
生
ま
れ
る
こ
と
を
祈
り
な
が
 

祈
り
が
通
じ
た
の
か
、
産
卵
す
る
場
ら
産
卵
す
る
の
 で
す
。
で
は
私
た
ち
 人
 

所
を
決
め
た
 よ
う
 で
、
後
ろ
足
で
穴
を
間
が
し
な
け
 れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
 
一
 

掘
り
始
め
ま
し
た
。
 約
 %
 分
後
、
体
 熱
 ，
 体
 何
な
の
で
 し
ょ
う
か
。
普
段
の
生
活
 

を
 整
え
た
海
が
め
は
、
産
卵
を
始
め
ま
の
中
で
自
然
 環
境
を
省
み
る
こ
と
は
 少
 

し
た
。
雲
の
切
れ
間
か
ら
満
月
が
見
え
な
く
、
レ
ジ
 ャ
 ー
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
 

隠
れ
す
る
夜
、
三
十
セ
ン
チ
く
ら
い
掘
場
所
を
考
え
 ず
 バ
ギ
ー
車
を
乗
り
入
れ
 

ら
れ
た
穴
に
ピ
ン
ポ
ン
玉
の
よ
う
な
 白
 

た
り
、
こ
の
 く
ら
い
と
い
う
気
持
ち
で
 

い
 卵
が
ポ
ロ
ポ
ロ
と
落
ち
て
い
く
、
 
そ
コ
 ミ
を
捨
て
 た
り
し
て
い
な
い
で
し
ょ
 

の
 光
景
は
生
命
の
神
秘
を
目
の
当
た
り
う
か
。
 

に
し
た
よ
う
な
実
に
感
動
的
な
も
の
で
岡
垣
町
が
 
い
っ
ま
で
も
、
 
"
 
海
が
め
 

し
た
。
 

も
か
え
る
 町
 "
 で
い
ら
れ
る
よ
 う
、
み
 

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
 岡
垣
 W
 で
こ
の
ん
な
で
関
心
を
 持
っ
て
 保
誰
 に
取
り
組
 

よ
う
な
海
が
め
の
産
卵
を
観
察
す
る
こ
ま
な
け
れ
ば
 な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
 

と
が
で
き
れ
ば
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。
 

  げた映画です。 
と き 8  月 9  日 ( 土 ) 

午後 6 時 30 分開場 
7 時 上映 

  : 鱗 "'",  "" 。 岡垣 中 ホール サンリーアイ 
  

( 入場無料 ) 

[ 核兵器廃絶平和の 町宣言 ) 
恒久の平和と 安全は、 人類共通の俳願であ り、 この至 
高の目標の速成なくして 岡垣町が目指している「機能 
性豊かな田岡都市」の 実現もまた、 あ り得ない。 
我々は、 生命の弗厳を 深く認識し、 非核姉原則が 完全 
に実施されることを 願い核兵器の 廃絶を強く全世界の 人 
々に訴えるとともに 八 % 普遍の大茂に 向かって不断の 努 
力 を続けることが 肝要であ る。 

よって岡垣町は、 平和への背いを 新たに決意しここに 
「核兵器廃絶平和の 町」を宣言する。 

以上 映 話する。 

昭 辛口 61 年 7 月 21 日 
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人
間
は
 、
 顔
が
か
ん
な
違
っ
て
い
る
 

よ
う
に
、
家
庭
に
も
い
ろ
い
ろ
な
型
が
 

あ
り
ま
す
。
 

家
庭
の
ふ
ん
い
き
に
は
、
大
別
す
る
 

と
次
の
よ
う
な
家
庭
の
型
が
あ
る
よ
う
 

で
す
。
 

①
専
制
的
な
家
庭
 

子
ど
も
を
支
配
し
、
命
令
し
た
り
、
 

禁
止
す
る
こ
と
が
多
い
家
庭
。
親
の
 
@
 

い
 つ
け
や
希
望
に
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
 

こ
と
が
多
い
。
 

た
む
け
子
ど
も
も
親
の
言
 う
 こ
と
を
聞
 

い
て
い
る
状
態
。
協
力
的
で
、
自
分
の
 

役
割
が
き
ち
ん
と
果
た
せ
る
よ
う
な
ふ
 

ん
 い
 き
に
満
ち
、
い
つ
も
話
し
合
い
が
 

な
さ
れ
て
い
る
。
 

家
庭
の
ふ
ん
 い
 き
は
、
親
の
考
え
が
 

反
映
さ
れ
ま
す
。
親
の
「
家
庭
 観
 」
に
 

加
え
て
「
子
供
観
」
、
「
教
育
観
」
と
い
 

っ
た
も
の
が
か
か
わ
っ
て
 い
 ま
ず
。
 

さ
て
、
あ
な
た
の
家
庭
の
券
四
気
 
は
 

ど
の
タ
イ
プ
 ヮ
 

俺
 拙

，
 

・
：
 

：
 
 
 

Ⅰ
  
  

 
 
 

 
 

  

メ ノ，、 、 熊 
下ノ "@@@ Ⅱ 

 
 

 
 

一
大
い
に
盛
り
上
が
る
の
で
は
な
い
で
し
 

（
 
3
 
）
心
配
し
す
ぎ
る
と
 

 
 
 
 

神
経
質
で
、
ひ
ょ
 

ね
 
、
自
分
の
 

 
 

 
 

し
っ
か
り
伸
ば
し
て
や
れ
ば
生
き
生
き
 

お
く
び
ょ
う
な
子
に
し
て
し
ま
い
 し
た
子
ど
も
に
成
長
し
て
い
く
で
し
ょ
 

ま
す
。
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
注
意
 

一
 

@
 
つ
 

す
る
の
は
や
め
て
、
少
し
ぐ
ら
い
 

あ
 な
を
の
家
庭
の
 

 
 

ぬ
 わ
い
き
 ほ
 ?
 

ら
れ
な
い
と
、
何
も
し
な
い
し
、
 
や
る
気
を
お
こ
す
、
ま
た
お
こ
さ
せ
て
は
、
ど
の
 ょ
 う
 な
種
類
の
 -
 
」
と
も
 
驚
 

①
放
任
的
な
家
庭
 

で
き
な
い
子
に
し
て
し
ま
い
ま
ず
。
る
の
が
、
学
力
に
 

限
ら
ず
、
見
違
え
る
き
や
感
激
の
連
続
な
の
で
す
 。
そ
ん
な
 

子
ど
も
の
こ
と
に
無
関
心
で
、
ほ
と
 

ん
ど
強
制
す
る
こ
と
の
な
い
家
庭
。
 

親
の
前
で
は
い
い
子
だ
が
、
よ
そ
ほ
ど
人
間
を
変
 ，
 
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
き
に
、
子
ど
も
が
率
直
に
 表
現
す
る
 

申
 
驚
き
や
喜
び
な
ど
の
感
動
を
、
共
感
す
 

 
 

 
 

0
 民
主
的
な
家
庭
 

る
こ
と
が
親
に
で
き
た
ら
、
子
ど
も
の
 

に
な
り
ま
ず
。
 

親
 が
子
ど
も
に
言
う
こ
と
に
耳
を
か
 

                      
戦                                           

つ
 ま
せ
ん
。
 

（
 
2
 ）
厳
格
す
ぎ
る
と
 

自
主
的
が
乏
し
く
、
い
い
つ
け
 

育
て
よ
う
 

 
 

大
人
に
と
っ
て
は
さ
さ
い
な
事
で
も
 

生
活
経
験
の
と
ぼ
し
い
子
ど
も
に
と
っ
 

教
育
に
は
、
家
庭
教
育
、
学
校
教
育
、
社
会
教
 胃
の
三
つ
の
領
域
が
あ
り
 

ま
す
 ガ
 、
生
涯
学
習
の
原
点
は
家
庭
教
育
に
あ
 る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

家
庭
教
育
は
 、
 

0
 人
を
い
つ
く
し
も
 W
 
O
 
協
力
の
大
切
さ
 
0
 奉
仕
す
る
喜
 び
 

0
 信
ず
る
こ
と
の
大
切
さ
 
0
 勤
労
の
尊
さ
 

う
 た
め
の
基
盤
つ
く
り
の
場
で
す
。
こ
れ
 5
 は
 

な
ど
、
 豊
ガ
 な
人
格
を
つ
く
り
、
社
会
へ
正
し
 

、
親
子
家
族
と
い
っ
た
愛
情
 

く
 適
応
し
て
い
く
 力
 を
養
 

と
 信
頼
の
な
 ガ
 で
人
間
と
し
て
の
生
き
る
 
道
ガ
 教
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
 

こ
の
よ
う
に
家
族
に
は
家
庭
教
育
と
し
て
の
 六
 何
 な
役
割
が
あ
る
の
で
す
 

ガ
 、
社
会
の
変
化
や
生
活
形
式
、
家
族
構
造
の
 変
化
な
ど
に
よ
り
、
家
庭
教
 

育
の
意
義
 ガ
 う
す
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
 ガ
 ら
の
家
庭
教
育
は
 、
 親
と
子
 が
 共
に
成
 反
 す
る
「
 宍
肯
 」
で
あ
る
 

と
い
う
視
点
に
親
 ガ
 立
っ
て
 、
 子
ど
も
の
成
長
 を
 見
守
り
、
激
励
 し
、
 支
え
 

た
り
し
な
が
ら
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
子
ど
も
 を
 育
て
て
 ぃ
ガ
 な
け
れ
ば
な
 

 
 

る
 よ
 う
 に
話
し
て
や
る
こ
と
を
 忘
 

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
 

子
ど
も
の
や
る
気
を
 

よ
 う
。
し
か
し
、
度
が
過
ぎ
る
と
 

（
 4
 ）
盲
従
す
ぎ
る
と
 

（
 l
 ）
叱
り
す
ぎ
る
と
 

他
人
に
対
し
て
も
盲
従
を
し
い
 

ひ
ね
く
れ
、
乱
暴
、
物
を
こ
わ
 

る
 よ
 う
 に
な
り
、
わ
が
ま
ま
で
、
 

し
て
し
ま
う
な
ど
の
反
抗
的
な
子
 

ど
も
に
な
り
が
ち
で
す
。
叱
る
と
 

傍
 石
皿
 大
 な
子
に
し
て
し
ま
い
ま
 

き
は
冷
静
に
、
相
手
が
納
得
で
き
 

す
 )
 
。
 

が
 知
ら
せ
に
き
た
ら
、
あ
な
た
は
何
を
 

答
え
ま
ず
か
 ?
 
「
分
か
っ
た
ら
、
後
で
 

ね
」
そ
れ
と
も
「
育
て
た
か
い
が
あ
っ
 

た
ね
、
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
育
て
て
観
 

察
し
て
み
よ
う
か
」
 

、
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
 ?
 

子
ど
も
に
と
っ
て
、
後
者
が
大
切
な
 

の
は
い
つ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
問
題
 

は
、
そ
の
よ
う
な
は
ず
む
子
ど
も
の
心
 

に
、
つ
い
忙
し
い
時
な
ど
わ
れ
わ
れ
大
 

人
は
、
前
者
の
よ
う
な
言
葉
で
冷
水
を
 

あ
 び
せ
か
け
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
 

 
 

氏
笘
臣
け
帝
 
甲
申
田
中
 
ヰ
 ，
 
再
 ，
 
典
め
 。
 
ヰ
，
り
 

@
 
弓
 接
角
 
色
角
緬
 
，
 
毛
百
百
俺
 
@
Q
 

田
 ら
 ，
 
申
俺
 
@
 
博
 Q
 け
寸
的
け
，
 

串
帝
 
，
 
申
 ・
 
キ
 4
%
 と
も
、
手
を
あ
て
る
こ
と
も
必
要
て
し
 

一
生
涯
学
習
の
ス
ス
 

メ
 
日
ソ
，
レ
 

ふ
れ
あ
い
 

学
び
 愛
 "
 卍 ． 宕 二色 卍   屯 ． 面 

ほ
ど
ほ
ど
に
 

あ
る
と
き
は
、
き
び
し
く
し
か
る
こ
 

 
 

弓
緩
 
通
号
 .
 
偲
 。
 
帯
 ・
 
邱
 。
年
行
ミ
ヤ
，
 

佃
 ・
 
捷
 ，
伊
田
た
け
り
 

田
，
 

ぜ
際
 

り
 Ⅰ
ゴ
ス
二
 %
 

 
 
な
に
ご
と
も
、
 

り
 」
と
は
気
に
し
な
い
こ
と
で
す
。
は
誰
も
が
知
っ
て
 
い
る
こ
と
で
す
。
 
そ
 

し
て
、
そ
う
い
う
具
体
例
を
見
ろ
こ
と
 

も
 少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
ア
サ
ガ
 

オ
に
 花
が
咲
い
た
よ
」
と
子
ど
も
さ
ん
 

O
 



暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
体
調
は
い
か
 

が
で
す
か
。
こ
の
暑
さ
を
乗
り
切
る
た
 

め
の
対
策
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
 

 
 

夏
の
体
は
こ
ん
な
状
態
 

/
,
 

⑨
夏
の
体
は
冷
や
さ
れ
て
い
る
 

電
車
 ぬ
 ど
 か
 の
中
は
冷
え
冷
え
、
 
冷
 

た
 

果
物
の
取
り
す
ぎ
で
 体
 

は
 冷
や
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
 外
 

を
 歩
け
ば
猛
暑
、
室
内
は
冷
え
冷
え
 1
 

｜
 温
度
差
と
の
戦
い
で
体
温
調
整
を
し
 

て
い
る
自
律
神
経
に
目
ま
ぐ
る
し
い
 変
 

化
が
起
き
て
 い
 ま
ず
。
 

⑨
消
化
酵
素
の
働
き
 ガ
 低
下
し
て
い
る
 

食
欲
が
落
ち
て
あ
っ
さ
り
し
た
も
の
 

た
ん
ぱ
く
質
・
 
ビ
タ
 

ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
栄
養
素
が
不
 

足
し
、
栄
養
状
態
が
悪
く
な
り
体
調
を
 

崩
し
、
ま
す
ま
ず
食
欲
が
低
下
し
ま
ず
。
 

⑥
体
内
リ
ス
ム
を
乱
し
て
い
る
 

夏
場
は
、
夜
遅
く
ま
で
飲
酒
し
た
 遊
 

ィ
サ
 "
 び
 リ
ス
 よ
 を
崩
す
こ
と
 

ん
だ
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
生
活
が
乱
 

れ
 
"
 体
が
本
来
持
っ
て
い
る
昼
間
活
動
 

し
、
 文
 
@
 t
D
 
 
フ
 

が
参
 れ
よ
 う
 で
す
。
 

夫
 が
大
切
で
す
。
ト
マ
ト
・
き
ゅ
う
り
 

・
な
す
な
ど
の
夏
野
菜
は
体
を
冷
や
す
 

食
品
で
す
。
冷
た
い
サ
ラ
ダ
ば
か
り
に
 

し
て
食
べ
な
い
で
、
焼
い
た
り
、
め
で
 

た
り
 温
 野
菜
に
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。
 

3
 、
偏
食
を
さ
け
る
 

肉
類
・
魚
介
類
・
 卵
 
・
大
豆
製
品
・
 

豆
腐
：
乳
製
品
・
緑
黄
色
野
菜
な
ど
を
 

毎
日
ま
ん
べ
れ
な
く
採
る
よ
う
に
心
が
 

け
ま
す
。
デ
ザ
ー
ト
や
間
食
に
冷
た
い
 

も
の
を
加
え
て
、
食
欲
を
 "
 
て
 "
 
て
 り
ま
す
。
 

4
 、
汗
を
か
く
 

人
間
の
体
は
 、
 夏
は
汗
を
か
く
よ
う
 

ど
も
持
参
す
る
。
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
・
体
 

を
締
め
つ
け
る
下
着
は
 タ
メ
 。
 

2
 、
体
を
温
め
る
食
べ
物
を
工
夫
す
る
 

"
 暑
い
時
は
 、
 冷
た
い
も
の
 "
 は
、
 

冷
房
や
冷
蔵
庫
の
な
か
っ
た
昔
の
話
。
 

冷
た
い
も
の
は
、
ほ
ど
ほ
ど
に
。
体
を
 

温
め
る
食
べ
物
を
と
っ
た
り
、
冷
た
い
 

食
事
に
温
か
い
も
の
を
プ
ラ
ス
す
る
 
エ
 

健
康
対
策
課
保
健
婦
野
口
 

トマト 

メロ ・ ノ 

 
 

 
 

 
 

夏
を
乗
り
切
る
 魅
策
 

 
 

 
 

上
着
 
や
ヵ
 
ー
デ
ィ
ガ
ン
を
は
 

お
 る
。
 

な
子
供
の
外
出
に
は
、
バ
ス
タ
オ
ル
 

な
 ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
 汗
た
 

か
き
、
気
分
す
っ
き
り
。
入
浴
は
 、
 出
 

る
め
の
お
湯
に
ゆ
っ
く
り
 浸
 か
っ
て
一
 

日
の
疲
れ
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
暑
い
方
 

程
、
規
則
正
し
い
生
活
が
決
め
手
。
 

、
 "
 。
 ，
 
"
"
,
 、
 。
 
"
j
 

品
の
取
扱
い
 ガ
 大
切
で
す
。
 

④
ラ
ッ
プ
し
て
あ
る
野
菜
類
は
、
よ
く
 

「
買
い
物
 ガ
ら
 後
片
づ
け
」
ま
で
、
 

家
洗
 いま
し
ょ
  
 

庭
 で
で
き
る
六
つ
の
 チ
ェ
ツ
ワ
 ポ
イ
ン
⑤
冷
凍
合
口
 叩
を
調
理
台
に
放
置
し
て
 解
 

凍
 す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
 

ト
 を
あ
げ
ま
し
た
。
 

ポ
イ
ン
ト
①
食
品
の
購
入
 

ポ
イ
ン
ト
①
調
理
 

①
 肉
 
，
 魚
 
・
野
菜
な
ど
生
鮮
食
品
は
 、
 

①
加
熱
調
理
 は
 十
分
に
中
り
部
が
 乃
て
 

新
鮮
な
も
の
を
。
表
示
の
あ
る
物
は
で
 
1
 分
間
以
 上
 加
熱
し
ま
し
ょ
う
。
 

「
硝
安
期
限
」
な
ど
を
確
か
め
て
。
 

②
料
理
途
中
で
放
置
す
る
と
、
細
菌
が
 

②
肉
汁
や
魚
な
ど
水
分
が
漏
れ
な
い
よ
付
い
た
り
 増
 え
た
り
す
る
の
で
、
必
ず
 

う
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
 分
 

冷
蔵
庫
に
入
 れ
ま
し
ょ
う
。
 

ポ
イ
ン
ト
⑤
食
事
 

け
て
包
み
、
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
 

③
特
に
冷
蔵
・
冷
凍
を
要
す
る
 肉
 ・
 魚
 

①
食
前
に
せ
 つ
 け
ん
で
手
洗
い
を
。
 

な
ど
は
買
い
物
の
最
後
に
し
、
寄
り
道
②
食
品
は
 、 そ
の
ま
ま
置
か
ず
、
な
る
 

べ
く
早
目
に
食
べ
ま
し
ょ
・
・
≦
。
 

せ
ず
、
す
ぐ
帰
り
ま
し
ょ
う
。
 

ポ
イ
ン
 上
 ⑥
家
庭
で
の
保
存
 

ポ
イ
ン
ト
②
家
庭
で
の
保
存
 

①
生
鮮
食
品
は
 、
 持
ち
帰
っ
た
ら
、
 
ず
 

①
残
っ
た
 食
 品
を
温
め
る
時
は
、
十
分
 

ぐ
に
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
の
中
に
。
 

に
 加
熱
し
ま
し
ょ
う
。
 

②
冷
蔵
庫
は
Ⅲ
 て
 以
下
、
冷
凍
庫
は
 て
 

②
残
っ
た
 食
 品
は
清
潔
な
 器
 貝
や
食
器
 

に
 入
れ
て
冷
蔵
庫
に
保
存
。
 

ィ
ナ
ス
 
M
 で
以
下
に
保
っ
 よ
う
 に
。
 

・
魚
な
ど
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
容
器
③
臭
い
が
お
 
か
し
 い
 時
は
 、
 食
べ
ず
に
 

に
 入
れ
、
他
の
食
品
に
肉
汁
な
ど
が
つ
必
ず
捨
て
ま
 しょ
う
。
 

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

囲
垣
食
生
活
改
善
推
進
会
 

ポ
イ
ン
ト
③
下
準
備
 

（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
 
ム
巴
 

①
 ゴ
ミ
 は
捨
て
て
あ
り
ま
す
か
。
 

タ
オ
 

福
岡
県
，
 
遠
 賀
保
健
二
 

W
.
 

テ
色
 

・
ふ
き
ん
は
清
潔
で
す
か
。
せ
っ
け
 

福
岡
県
食
品
衛
生
協
会
・
 遠
賀
食
 

ん
は
備
え
て
い
ま
す
か
。
調
理
台
は
片
 

品
 衛
生
協
会
 

付
い
て
、
広
く
使
え
ま
す
か
。
 

以
上
の
指
 岬
 
・
提
唱
に
よ
る
 

②
 肉
 
・
 魚
 ，
卵
な
ど
を
扱
っ
た
ら
、
 

必
 

だ
か
ら
乗
り
切
ろ
う
 Ⅰ
 ，
 

暑
 い
 の
が
 夏
，
 

俺
 

鰹 
鏑
 

に
で
き
て
い
ま
ず
 

自
律
神
経
に
刺
激
 

シ
 ス
が
よ
く
な
り
 

。
汗
を
か
く
こ
と
で
 

を
 与
え
、
体
の
 バ
ラ
 

ま
す
。
一
日
一
回
は
 
、
 

 
 

ず
 

 
 

 
 

 
 

  

  

家
庭
で
の
食
中
毒
予
防
 ポ
 イ
ン
ト
   

す
 6
9
 
よ
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「次代を生きる 

を打拝 しています 
一 『青少年の主張大会」実行委員会一 

平成 9 年度Ⅰ青少年の 主張大会，の 作文を募 

集しています。 
日ごろ考えでいること、 将来の夢や社会に 訴 

えたいことなどを 発表してみませんか。 

と き 9 月 23 日 ( 火 ) 祝日 
ところ 岡垣 サンリーア イ ・ 中 ホール 

対 象 町内在住の小学 5 年生から 25 歳までの 

青少年 
応募方法 400 字詰め原稿用紙 3 枚程度の作文 

( テーマは自由 ) を 8 月 22 日 ( 金 ) までに 肯 

少年の主張大会事務局 ( 中央公民館、 W 民会 
議内 ) に提出してください。 実施要項・原稿 

用紙は中央公民館・ 役場社会教育課にあ りま 

す。 なお・原稿の 最後 @ 、 _ 氏名・住所・ 学校・ 
学年，電話番号を 占いてください。 

発 表 各自に通知します 

問い合わせ 事務局 ( 中央公民館内 ) 
宕 2822-   0162 へ ( 火曜・金曜日の 午後のみ受付 ) 

と利 @ こする 
用精 。 と 

き し 玉   今 暁 
て 流年 境   

円 だ全町 生 
lh  さ 場内上   
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デ
ー
プ
・
ス
ペ
ク
タ
ー
 

-
 （
 
囲
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
 
円
 @
 ㏄
Ⅰ
 要
 会
員
 券
 

 
 

 
 

廿
 
Ⅰ
Ⅰ
 

 
 

 
 

 
 

即
 
㈱
 0
 
0
 
健
康
相
談
、
栄
養
相
談
（
い
こ
い
の
 
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
（
い
こ
い
の
 

里
 
里
 
）
 
）
 
旧
 
田
 
@
 
@
 
㏄
 
 
 

 
 

 
 

 
 

の
里
 
）
 田
 @
 ㎝
Ⅰ
Ⅱ
 一
 ㎝
 

 
 

Ⅵ
㈲
 

0
 少
年
軟
式
野
球
、
お
ん
が
自
動
車
学
校
 
杯
 ・
 
ド
 日
月
・
 
一
 （
 
総
合
ク
ラ
ウ
ン
ド
、
海
老
漢
中
ク
ラ
ウ
ン
ド
）
 
8
 

M
g
 
O
 
サ
ン
リ
ー
ア
イ
夏
休
み
ビ
デ
オ
上
映
会
：
花
子
さ
 
ん
が
き
た
 l
 ③
 -
 
（
囲
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
視
聴
覚
 室
 ）
 

3
J
@
 
㎝
 9
 無
料
 
0
 お
は
な
し
 会
 
（
囲
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
 図
 書
館
）
Ⅱ
 
-
 ㏄
 9
 無
料
 

0
 母
子
手
帳
交
付
（
役
場
健
康
対
策
課
）
 
9
-
 ㎝
ち
 9
-
 舘
 受
け
 

に 

大型可燃ざみ 収集日程 ｜
 
⑥
大
事
な
 税
 
正
し
く
使
っ
て
 
い
い
暮
ら
し
 

  

Ⅹ
大
型
コ
ミ
は
偶
数
月
が
「
可
燃
」
ご
み
、
奇
数
月
が
「
 

不
 燃
 」
 @
-
 

  

 
 
用
 
日
 
 
 

 
 

⑨
出
す
こ
と
が
で
き
る
ご
み
 

布
団
・
毛
布
・
カ
ー
ペ
ソ
 

ト
 ・
じ
ゆ
う
た
ん
・
 

ニ
 ・
こ
た
つ
、
 

襖
 ・
障
子
 

学
習
 机
 ・
タ
ン
ス
・
椅
子
・
本
棚
・
す
た
れ
・
 

簾
 製
品
・
 
竹
 
角
材
 板
 

バ
ケ
ツ
・
収
納
 

箱
 ・
大
型
 
バ
ソ
グ
 
な
ど
 

 
 

文
布
団
は
普
通
の
紐
で
結
ん
で
出
し
ま
し
ょ
う
。
 

w
 長
い
も
の
は
 
2
 メ
ー
ト
ル
以
内
に
切
つ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。
 

Ⅹ
ご
み
は
朝
 

8
 時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
 

ノ
 

ウ
家
庭
で
の
ご
み
焼
却
は
排
煙
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

，
大
型
不
燃
ご
み
の
収
集
は
 

9
 月
で
す
 

 
 

項
一
 

㎝
㎝
㏄
㎝
 田
 ㎝
 と
申
 
土
 

分
分
分
分
分
 

  

期
月
月
期
月
 

6
6
6
6
4
7
 

市
、
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コ
 
3
3
 

㍉
古
山
が
わ
 

 
 
 
 
 
 

 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 民

料
住
健
年
 

県
 青
首
 民
民
 

 
 

へ
皓
 
宗
ん
。
 

@
 

-
1
2
 

Ⅵ
 
当
番
医
 

Ⅱ
Ⅰ
 

い
 
ド
 

く
Ⅰ
 
@
 
オ
 
D
 

2
 
 

宕
、
り
 

え
 
も
 

 
 
ハ
 
Ⅰ
 
Ⅱ
 
し
 

 
 

ノ
ー
 
@
@
 
・
 
@
 

松
井
あ
ゆ
み
 O
 

  

 
 

 
 



?.@ n@ i-'-J@ '@ '@ @ 

 
 
俺
 

 
 

 
 

と
い
う
 

岡
垣
町
の
西
部
、
湯
川
 山
 の
つ
ら
 貝
 
遠
賀
郡
 初
浦
 の
海
中
、
四
 4
 
 筑
前
藩
士
が
い
た
。
吉
木
に
居
住
 し
て
 

 
 

 
 麓
 に
内
浦
 区
 が
あ
る
。
今
か
ら
 
許
 あ
る
所
に
あ
り
。
 
真
大
さ
拳
の
如
く
、
私
塾
を
開
い
た
り
、
高
倉
神
社
 
0
 冊
目
 

千
三
百
年
前
の
「
大
化
改
新
」
色
白
し
。
 

味
 淡
し
」
 
と
 紹
介
し
て
い
る
。
を
務
め
た
こ
と
の
あ
る
、
 
岡
垣
 
に
 馴
染
 

 
 

で
 設
置
さ
れ
た
「
内
浦
 郷
 」
が
ま
た
、
大
正
四
年
（
 
一
九
一
五
）
に
 
刊
 

み
の
深
 い
 人
物
で
あ
る
。
そ
の
著
 吉
で
 

あ
っ
た
所
で
あ
る
。
ま
た
、
克
行
さ
れ
た
Ⅰ
 迷
賀
 

 
 

つ
ら
 貝
 

 
 

都
 と
大
宰
府
を
結
ぶ
「
大
宰
官
辺
に
内
浦
見
と
て
 あ り
、
甲
ぅ
 す
く
紫
の
こ
と
を
詳
し
く
記
し
て
い
る
 の
で
、
 

 
 

 
 

道
 」
が
通
る
、
交
通
の
要
衝
で
白
色
形
姿
豊
満
天
 蛤 に
 似
て
異
な
り
、
紹
介
し
た
い
。
貝
原
益
軒
の
窩
 功
一
別
図
 

も
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
万
葉
志
摩
郡
野
北
の
蛤
に
 
は
 形
は
倍
し
味
は
続
風
土
記
し
等
の
記
述
を
批
判
 し
て
、
 

歌
人
が
 
"
 内
浦
 浜
 "
 を
詠
み
、
劣
れ
り
、
北
浦
の
 外
 に
決
 

「
右
は
実
地
に
つ
 

「
平
家
物
語
が
安
徳
天
皇
の
し
て
な
し
、
北
見
 部
 @
 
吊
に
 

き
 調
査
せ
ず
、
 
実
 

 
 

 
 

 
 

逃
避
行
の
場
面
と
し
て
 
"
 垂
 兄
山
 "
 
 得
 難
し
 、
年
 に
一
度
或
は
 

物
を
見
ず
 、
食
ざ
 

 
 
"
 韓
浜
 "
 を
記
し
て
い
る
。
重
見
 山
は
 、
二
度
又
は
年
 に
よ
り
て
な
 

る
を
以
て
味
を
し
 

ら
ず
、
唯
に
 百
 聞
 

湯
 Ⅲ
山
の
別
名
で
あ
り
、
 

鶉
浜
は
、
内
き
 事
も
あ
り
 、
 其
 期
限
 予
 

 
 

浦
浜
 の
こ
と
で
あ
る
。
内
浦
は
、
万
葉
 

め
 知
れ
す
 、
 朔
風
 列
 し
き
 

を
 録
せ
る
も
の
な
 

 
 

の
 痕
跡
を
留
め
る
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
 村
 
時
は
一
時
に
 河
浜
に
寄
 集
 

り
 」
と
、
手
厳
し
 

り
 数
月
の
見
一
 
推
 を
な
す
 

里
 な
の
で
あ
る
。
 

い
 。
続
け
て
、
 

さ
て
、
今
回
の
王
 題
は
、
 
貝
の
話
で
是
を
貝
塚
と
も
 見
 城
と
も
 

「
内
浦
海
に
か
ぎ
 

あ
る
。
三
里
松
原
沿
い
の
新
松
原
海
岸
宏
一
奇
事
と
 い
う
べ
し
」
 

り
 上
古
よ
り
産
す
 

0
 円
、
波
津
海
水
浴
場
か
ら
汝
人
 川
何
 
と
記
し
て
い
 る
 。
 

故
に
内
浦
 見
と
云
り
 …
内
浦
抱
の
磯
は
 

口
 ま
で
の
間
を
 、
 昔
は
内
浦
 浜
と
 呼
ん
 

，
 
」
れ
る
の
 記
述
か
ら
推
測
す
る
と
、
僅
か
に
五
十
余
 丁
 …
 内
 浦
 貝
は
五
十
千
 

 
 

で
い
た
。
こ
の
内
浦
 浜
に
 蛤
に
似
た
う
つ
ら
貝
は
 
、
 蛤
に
似
た
薄
紫
色
を
し
内
は
磯
 汀
に
 上
る
も
の
 に
し
て
吉
木
、
 

"
 う
つ
ら
 貝
 "
 が
生
息
し
て
い
た
。
 

貝
た
拳
程
 の
 大
 き
さ
の
貝
で
、
味
は
淡
し
、
松
原
、
手
 
野
 、
波
津
に
は
 其
 形
を
み
せ
 

原
益
軒
が
 宝
永
六
年
（
一
七
 セ
セ
 ）
に
劣
れ
り
、
 
っ
 ま
り
、
ま
ず
 い
味
 と
い
う
ず
 空
殻
 だ
に
な
し
…
 内
 浦
 貝
は
頗
る
 巨
 

著
し
た
「
筑
前
回
航
風
土
記
」
に
「
 
う
，
 」
と
に
な
る
。
  
 

人
 
口
そ
 

    
のうち     

旧 Ⅲ B 人 ( 

・ 160 人は タ 

5  ,72  人 ( 
． 4.097 人 ( 

934 世帯 ( 

め
人
 り
 n
 

 
 

女 性 

男 性 

世帯 
その 

      
  +24) 

うち 73 世 可 

(  )  柑 
… 21 人 

… H14 人 
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諾は外 
ま前月 
死亡 
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帝
政
人
人
㎞
 

世
比
 
円
円
Ⅱ
 

 
 

の
 

生
人
 ぢ
 

出
転
ま
         果

し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
大
な
り
舗
の
如
し
太
さ
 皆
同
 じ
、
 
小
さ
 

6
D
6
@
i
 

ハ
 

コ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

町内の支 孔亨億荻洩 ( ムゲ 

）   
4
4
4
4
i
2
l
 

 
 

 
 

) 旺 

 
 

士
 

Ⅰ
 茜
 

60 
  
  
  
  
  
51 

l ヨ 
  
  
  
  
  
13 

下散件数 ( 件 ，   
毛 亡者数 ( 人 ， 

真偽者数 ( 火 ) 

遥 傷者数 ( 火 ) 

  モ
葉
 
"
"
 

，
  

 
日
月
 

 
   片

 
 
 

） 

  
@ 件数 

法人 且 

八件数 
  

  
テ 3 

5 6   
  

一
件
八
一
件
 

搬   
出 

  

Ⅱ光世帯 。 世帯 

; 災の曲 ぃ 合わせ 

羽山 遠賀郡消防本 印 叩 
口 293--392J  健 一 

  
丁すすむⅡをプレゼント 

J R 海老津駅では、 『すずむし」 
4nno 匹を育てています。 
岡垣 にさわやかな 音色のハーモ 

｜
 
三一が奏でられることを 願って無 

料で配付します。 ご希望の方は 、 

虫 かごを持って 海老津駅までお 越 

しください。 

と き 8 月 9 日 ( 土 ) , 10 日 
午前 9 時から正午まで 
ところ 海老津駅の待合室 

問い合わせ 海老津駅 甘 282-0022 
へ 


